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お
知
ら
せ

 

平
成
20
年
度　

下
刈
補
助
事
業

 

申
請
要
領
に
つ
い
て

補
助
対
象
林

①
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
ク
ヌ
ギ
、
ケ
ヤ

キ
等
の
植
林
地（
造
林
補
助
ほ
か
）

・
一
ヵ
所
の
面
積
が
１
反（
10
ａ
）以
上

で
、
植
林
し
て
か
ら
６
年
以
内
の

造
林
地

・
植
林
後
２
、３
年
生
の
造
林
地
に
つ

い
て
は
、
２
回
刈
り
を
す
れ
ば
２

回
分
の
補
助
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

②
天
然
ク
ヌ
ギ
の
山
林

・
一
ヵ
所
の
面
積
が
１
反（
10
ａ
）
以
上

で
、
ク
ヌ
ギ
を
伐
採
し
て
か
ら
４

年
以
内
の
山
林

・
以
前
に
補
助
を
も
ら
っ
て
な
い
箇
所

に
つ
い
て
は
、
国
土
調
査
の
図
面

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法　

申
請
は
下
刈
後
の
写
真

を
１
ヵ
所
に
つ
き
、
部
分
写
真
２
枚

と
全
体
写
真
１
枚
を
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

　

写
真
の
裏
面
に
住
所
、
氏
名
、
山

林
所
在
地
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限（
写
真
提
出
）

・
２
回
刈
補
助
事
業
申
請

　

１
回
目　

７
月
25
日

（金）

　

２
回
目　

９
月
25
日

（木）

・
１
回
刈
補
助
事
業
申
請

　

９
月
25
日

（木）

※
提
出
期
限
を
過
ぎ
た
も
の
や
、
写

真
の
な
い
箇
所
に
つ
い
て
は
補
助
対

象
と
な
り
ま
せ
ん
。

申
請
・
問
い
合
わ
せ

東
国
東
郡
森
林
組
合

０
９
７
８

－
７
２

－
３
７
５
５

 

所
得
税
の
予
定
納
税（
第
１
期
分
）

 

に
つ
い
て

　

平
成
20
年
分
の
所
得
税
の
予
定
納

税
第
１
期
分
の
納
期
限
は
、
７
月
31

日
（木）
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

予
定
納
税
が
必
要
な
方
に
は
、
税

務
署
か
ら
６
月
中
旬
に「
予
定
納
税
額

の
通
知
書
」
を
お
送
り
し
て
い
ま
す

か
ら
、
通
知
書
に
記
載
さ
れ
た
第
１

期
分
の
金
額
を
期
限
内
に
納
付
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、こ
の
予
定
納
税
は
、

前
年
分
の
所
得
税
額
を
元
に
計
算
し

て
あ
り
ま
す
が
、
事
業
等
を
廃
業
し

た
り
災
害
で
財
産
に
損
害
を
受
け
た

り
し
た
た
め
、
本
年
分
の
納
税
額
が

前
年
分
よ
り
減
少
す
る
と
見
込
ま
れ

る
方
は
、
７
月
15
日

（火）
ま
で
に
予
定

納
税
の
減
額
承
認
申
請
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

予
定
納
税
や
減
額
承
認
申
請
の
こ

と
で
お
分
か
り
に
な
ら
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
別
府
税
務
署
ま
で

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

別
府
税
務
署
個
人
課
税
部
門

０
９
７
７

－

２
３

－

２
１
１
４

 

新
規
大
卒
者
＆
U
・
I
タ
ー
ン

 

希
望
者
就
職
面
接
会

日
時　

７
月
22
日

（火）

午
後
１
時
30
分
～
４
時

場
所　

大
分
市　

ト
キ
ハ
会
館

対
象
者　

平
成
21
年
３
月
大
学
・
大

学
院
・
短
大
・
高
専
等
卒
業
予
定
者
、

25
歳
以
下
の
大
学
院
・
大
学
等
の
既

卒
者
、
U
・
I
タ
ー
ン
希
望
者

申
込
・
問
い
合
わ
せ

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
お
お
い
た

０
９
７

－

５
３
３

－

８
６
０
０

 

ハ
イ
テ
ク
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
向
陽
台

 

宅
地
好
評
分
譲
中
！

　

向
陽
台
販
売
事
務
所
で
は
、
お
盆

の
間
も
営
業
し
て
い
ま
す
の
で
、
帰

省
し
た
方
と
ご
一
緒
に
見
学
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

宅
地
販
売
価
格

４
９
７
万
円
～
９
１
８
万
円

坪
単
価
５
万
９
千
円
台
か
ら
の
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
価
格
を
ご
用
意
し
て
い
ま
す
。

宅
地
面
積

２
６
２
・
５
６
㎡（
７
９
・
４
２
坪
）～

４
０
５
・
２
６
㎡（
１
２
２.

５
９
坪
）

平
均　

約
３
２
６
㎡（
９
９
坪
）で
す
。

問
い
合
わ
せ

大
分
県
住
宅
供
給
公
社

向
陽
台
販
売
事
務
所

０
９
７
８

－

６
８

－

０
８
８
６

（
土
・
日
も
受
付
・
相
談
を
お
受
け
い

た
し
ま
す
。）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp://w

w
w
.oita-jk

k.jp

 

退
職
金
は
国
の
制
度
で

　

中
退
共
制
度
は
、
中
小
企
業
で
働

く
従
業
員
の
た
め
の
外
部
積
み
立
て

型
の
国
の
退
職
金
制
度
で
す
。
掛
金

助
成
や
税
法
上
の
優
遇
な
ど
、
有
利

な
特
典
が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

　

安
全
・
確
実
な
中
退
共
制
度
を
ぜ

ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

（独）
勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

０
３

－

３
４
３
６

－

０
１
５
１

 

知
っ
て
い
ま
す
か
？
建
退
共
制
度

　

こ
の
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働
く

方
々
の
た
め
に「
中
小
企
業
退
職
金
共

済
法
」
と
い
う
法
律
に
よ
り
国
が
作
っ

た
退
職
金
制
度
で
す
。

　

事
業
主
の
方
々
は
、
現
場
で
働
く

労
働
者
の
共
済
手
帳
に
働
い
た
日
数

に
応
じ
て
掛
金
と
な
る
共
済
証
紙
を

貼
り
、
そ
の
労
働
者
が
建
設
業
界
で

働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に
建
退
済

か
ら
退
職
金
を
支
払
う
と
い
う
、
い
わ

ば
業
界
全
体
で
の
退
職
金
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主

建
設
業
を
営
む
方

対
象
と
な
る
労
働
者

建
設
業
の
現
場
で
働
く
人

掛
金　

日
額
３
１
０
円

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ「
建
退
共
」
に
、
退

職
金
の
試
算
・
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
請
求
等
、

建
退
共
制
度
の
知
り
た
い
情
報
が
記

載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。

ア
ド
レ
ス

h
ttp://w

w
w
.ken

ta
ik

yo.

　
　
　
　
　

 ta
isyoku

k
in.go.jp

/

問
い
合
わ
せ　

建
退
共
大
分
支
部

０
９
７

－

５
３
６

－

４
８
０
０

 

国
見
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
か
ら

 

の
お
知
ら
せ

　

当
セ
ン
タ
ー
は
、
国
東
市
委
託
事

業（
指
定
管
理
）
に
よ
り
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人「
国
東
半
島
く
に
み
粋
群
」
が
管
理

運
営
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

施
設
の
老
朽
箇
所
の
整
備
も
終
え
、

市
民
の
皆
様
の
ご
来
館
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

休
館
日　

毎
週
月
曜
日（
祝
・
休
日
の

場
合
は
翌
日
）、
年
末
年
始
、
そ
の
他

管
理
上
必
要
な
場
合

利
用
期
間
・
時
間

プ
ー
ル　

お
お
む
ね
５
月
上
旬
か
ら

９
月
下
旬
ま
で
で
、
午
前
９
時
か
ら

午
後
９
時
ま
で

総
合
運
動
公
園　

午
前
９
時
か
ら
午

後
10
時
ま
で（
照
明
の
な
い
施
設
は
、

午
前
９
時
か
ら
日
没
ま
で
）

※
利
用
に
あ
た
っ
て
は
時
間
厳
守
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

国
見
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

０
９
７
８

－

８
２

－

２
７
７
０

 

国
民
年
金
の
保
険
料
免
除
制
度
を

 

ご
存
知
で
す
か

　

国
民
年
金
に
は
、
経
済
的
な
理
由

で
保
険
料（
月
額
１
４
、４
１
０
円
）
の

納
付
が
困
難
な
場
合
は
、
申
請
手
続

き
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
険
料
の
納

付
が
免
除
又
は
一
部
納
付（
一
部
免
除
）

と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
制
度
を
ご
利
用
い
た
だ
く

場
合
は
、
ご
本
人
、
配
偶
者
、
世
帯
主

の
前
年
所
得
が
そ
れ
ぞ
れ
一
定
の
基
準

額
以
下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。
ま

た
、「
学
生
納
付
特
例
制
度
」「
若
年
者

納
付
猶
予
制
度
」
等
の
制
度
も
あ
り

ま
す
。

　

な
お
、
免
除
の
承
認
を
受
け
た
期

間
は
、
老
齢
基
礎
年
金
の
年
金
額
を

計
算
す
る
場
合
、
保
険
料
を
全
額
納

め
た
期
間
と
比
べ
て
、
一
部
減
額
に
な

り
ま
す
。
ま
た
、「
学
生
納
付
特
例
制

度
」「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」
の
承

認
を
受
け
た
期
間
に
つ
い
て
は
、
老
齢

基
礎
年
金
の
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま

せ
ん
。

　

将
来
年
金
額
を
満
額
に
近
づ
け
る

た
め
に
も
、
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か

の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
る「
追
納

制
度
」
を
お
す
す
め
し
ま
す
。
追
納

額
は
、
承
認
を
受
け
た
当
時
の
保
険
料

に
、
経
過
し
た
期
間
の
応
じ
て
定
め
ら

れ
た
金
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

別
府
社
会
保
険
事
務
所

０
９
７
７

－

２
２

－

５
１
１
１

今
年
の
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く

じ
は
、
億
万
長
者
が
１
２
０
人
！

１
等

：

２
億
円
×
40
本
＋
２
等

：

１
億
円
×
80
本

発
売
期
間
は
７
月
14
日

（月）
か
ら

８
月
１
日

（金）
ま
で

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、

市
町
村
の
明
る
く
住
み
や
す
い

ま
ち
づ
く
り
に
使
わ
れ
ま
す
。

講
座 

 

小
型
船
舶
免
許
更
新
・
失
効
講
習

日
時　

８
月
16
日

（土）　

午
後
２
時
～

場
所　

ア
ス
ト
く
に
さ
き
中
会
議
室

対
象　

有
効
期
限
が
１
年
以
内
に
切

れ
る
免
許
証
及
び
失
効
し
て
い
る
免

許
証


